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Vol.

このたびは、「たもんじ交流農園便り」発行 7 周年、誠におめでとう 

ございます。 

2018 年 3 月 17 日「たもんじ交流農園 第 1 期開園式」にお招きいた 

だいた当時、まだ農園の半分以上が開墾前であったことを思い出します。 

それから 7 年、「たもんじ交流農園」は、区内唯一の市民緑地として、 

多くの方々の笑顔あふれる交流を育んでいます。「緑の少ない墨田区に交 

流農園を」との熱い想いから、「ＮＰＯ法人寺島・玉ノ井まちづくり協議 

会」の皆様が中心となって、地域の皆様と力を合わせて活動を展開し、今 

では、まちなかで農作業ができる場、多様な世代の方が楽しく集える場、 

子どもたちの食育体験の場などとして、その活動が広がっていることに深 

く敬意を表します。 

 さらに、私自身といたしましては、「青果リレー」エンディングでの寸 

劇の際、寺島茄子之介の帽子を被り、刀を渡され、即興で、様々な“世 

相”を切ったり河童や狸を退治したりと、牛久理事長の少々「無茶振り」 

なリクエストに、ここ一番の演技力を発揮し、皆様から温かい拍手をいただいたことは、とても楽し

い思い出の一つです。 

区では、これからも、人と人とのつながりを大切にしながら、たもんじ交流農園で活動をされる皆

様をはじめとする多くの方々とともに、地域力日本一を目指し、魅力や活力にあふれるまちづくりに

取り組んでいきます。今後とも皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本誌の発行 7 周年を機に、「たもんじ交流農園」が、みんなで夢を描ける場所として、

ますます発展していくことを願うとともに、「ＮＰＯ法人寺島・玉ノ井まちづくり協議会」の皆様、

土地をご提供いただいた多聞寺の皆様をはじめ御関係の皆様に深く感謝を申し上げ、お祝いの言葉と

いたします。 

「たもんじ交流農園便り」発行 7 周年に寄せて 

墨田区長 山本 亨

2018.3.17 第 1 期開園式 2017.9.23「江戸に浸かる。」で狸を斬る 2018.9.18 寺島茄子之介姿で河童と歌う 

2020.8.22 すみだ子供 PR 大使と 

2020.9.26 567(コロナ)を斬る 

2022.4.10 トーチキスをつなぐ 2023.8.6「寺島なす★祭り」アンカー 2024.10.6 斬ってはいけないもの 

(写真の選択とキャプション:末林) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耕作区画返却に伴う新耕作者抽選会が 3/2(日)行われ、「おもちゃの釣り堀」方式(当た

りのカードを含む複数のカードに紐をつけてそれを束ねたものの中から順番に引いて頂

く)で行われた”厳正なる抽選”の結果、農園の新たな仲間が誕生いたしました。 

① 自己紹介、②育ててみたい野菜、③希望するイベントや講演会、④農園にかける想い等 

区画 12-1 小山厚子さんと鐘ヶ淵イーグルス中等部の仲間たち 

① はじめまして！鐘ヶ淵イーグルスの保護者で農園同好 

会を始動しました。とは言っても、全員が素人の為、 

周りの方々にいろいろ教えて頂きながら、楽しんで出 

来たらと思っています。よろしくお願いいたします。 

② じゃがいも、にんじん、枝豆、トマトなど、季節に合 

わせていろんなものに挑戦してみたいと思います。 

③ 初心者でも行える栽培テクニックを知りたいです。 

④ 昨年野球チームのバーベキューイベントで、たもんじ 

交流農園をお借りさせて頂いた際、農園を見させて頂 

き、たくさんの元気な野菜たちを見て「ぜひやってみ 

たい！」と思い、抽選に申し込まさせて頂きました。

11 倍という倍率の中、畑を

お借りさせていただくこと

ができ、とてもワクワクし

ています。イーグルスの子

供たちに、合宿などで食べ

させてあげられるような、

カレーやサラダなどの材料

を作れたらなぁと思ってま

す!! 

いくつになっても、新たに"はじめる"ことってあるものですよね。 

新たなことを始めることの先には必ず「成長」や「感動」があるハズ 

です。たもんじ交流農園便り会員さん持ち回り執筆企画第５弾は『は

じめました！』です。最近『はじめた』こと『はじめ』ようと思っていること、教えて頂こうと思います> 

 

 

私は旅好きでしばしば旅行に出かけます。最近旅先で 

地元でしか売っていなさそうな苗・種をお土産に買うこ 

とをはじめました。 

バスツアーでも個人旅行でも、道の駅やショッピング 

モールなどに立ち寄ることは多いと思いますが、地方に 

いくと大型の駐車場を備えているところにはホームセン 

ターやＪＡの直売場などが併設されているところが多く 

あります。そんな場所では銘菓や地酒を選ぶ売り場は二 

の次で、まずは苗・種探しをします。こうした売り場は地元の農家さんや家庭菜園愛好家が利用されるのだと思

いますが、東京では目にすることがない品種を見つけることができます。 

写真の種は新潟、長野、石垣島で買ったもので、昨秋は畑で菜っ葉類、にんじん、大根を栽培しました。気候

風土の違いか雨不足もあってかアブラムシがついてあまりうまくいきませんでしたが、今年も再チャレンジしよ

うと思っています。 

月桃は沖縄方面で抗菌効果や保湿リラックス効果で知名度があり、お茶や化粧水など 

お土産で見かけることも多いショウガ科の多年草です。 

観葉植物として販売されているのでご自宅で愛でている 

方もいらっしゃるかもしれません。買ってきた種は発芽 

まで 2 か月かかりましたが、夏場はベランダ、冬場は室 

内で育てて無事に 1 年目の越冬をすることができました。 

今年は株分けしたりお茶をつくったりしてみようと思っ 

ています。旅の思い出にずっと浸ることができて、2 度 

おいしいのが苗・種みやげです。 

 

石垣島です(誰かわかりませんが) 

新潟、長野、石垣島の種みやげ 月桃の葉 

 

大盛り上がりだった昨年８月の鐘ヶ淵イーグルスのバーベキュー  植えたばかりの苗を見守るのは…? 



 

 

 

 

今回、記事を書かせていただく、ボーンと申します。「はじめまして」の方はほと

んどいらっしゃらないと思いますが、たもんじ交流農園での野菜づくりに参加しな

がら、農園の雑草取りや枝の剪定、竹チップづくりの作業をさせていただいている

NPO 法人カラフル・コネクターズ、就労継続支援 B 型事業所カラコネオフィスの理

事長をしています。 

カラコネオフィスは障害のある方（利用者）の就労支援や生活支援、余暇支援など

をしていますが、たもんじ交流農園の作業は、はじめは余暇活動の一環として始め

ました。コロナ禍が始まった２０２０年、余暇活動をするにも人の多いところや屋

内施設に利用者を連れて行くことが憚られ、余暇活動がで

きる屋外施設はないかと探しているときに、畑作業をして

はどうかと思いつきました。はじめは営利目的の貸農園を

利用していましたが、植えるための種や苗が時期に合わせ

て用意され、失敗がない代わりに自由度もないことが不満で、別の農園を探していたとこ

ろ、牛久さんと小川さんの寺島なすに関する講演をお聞きしたことをきっかけに、たもん

じ交流農園での畑作業が始まりました。たもんじ交流農園との出会いは余暇活動の充実だ

けでなく、寺島なすの栽培や雑草取りの作業、クラフトコーラの試飲会などを通して農園

の皆さんと交流できていることが、想像以上に利用者にも良い影響があるようです。カラ

コネオフィスは「人・もの・街をつなげよう！支え合おう！」をテーマに運営しています

ので、運営方針とも合致し、たもんじ交流農園（てらたま協議会）と出会えて、本当に良

かったと思っています。 

さて、本題の「NEXT STAGE～次に私がしたいこと」について

お話します。「ハマる」という表現はたぶん相応しくなく、関係者

からは怒られそうなので違う表現をすると、「私がこれから専念し

ようとしているもの」ということになると思います。 

実は、この４月６日から、仏教（浄土真宗）の勉強を始めていま

す。１年間の勉強の後、筆記試験と実技試験に合格すれば、来年の

６月に得度（出家）することになります。先月末には入堂式（入学

式）が京都の浄土真宗大谷本願寺派（東本願寺）の関連寺院で行わ

れ、出席してきました。 

私は中学生の頃、人が生きるとは、死ぬとはということに関心を

持ち、『チベット死者の書』を愛読するような子供でした。学問と

しての仏教を学びたい、という気持ちも徐々に湧いてきたのですが、

大学は一般の総合大学に進み、文学を勉強しました。社会人になっ

た後も、仏教の視点から死生学を学びたいという気持ちは消えることはなく、３６歳で仕事を辞め、サンフランシ

スコにあった仏教系のホスピスでボランティアとして働いた後、３８歳の時に、

日本で仏教系の大学に編入し、死生学と仏教系のホスピスのあり方について学

ぶ機会を得ました。その時の経験や出会いがきっかけとなり、今の障害者福祉の

仕事につながるのですが、これまで、学問としての仏教や死生学には興味を持っ

たものの、仏教そのものの信仰を深めることはしてきませんでした。私は９２歳

の母を一昨年見送り、自分も昨年、６５歳になりました。自分の死もより身近な

ものに感じられるようになり、仏教をきちんと信仰の対象として受け入れ、向き

合ってみようと思うようになりました。その上で、社会における人生最後の『役

割』を僧侶として果たしていきたい、という気持ちが沸き上がってきました。 

まだ僧侶になれるかも分かりませんが、もし、浄土真宗の僧侶としての役割を与えられた場合には、今も関わっ

ている、障害のある方たちや、性的マイノリティの方たち、路上生活を強いられている方たちなど、社会的な困難を

抱えている方たちに寄り添い、残りの人生をより良く生きるためのあり様を一緒に考えていけたらと考えています。 

人の生死に興味を持った中学生の頃から数えて、実に５０年以上の時が流

れてしまいましたが、ここを目指して私は自分の人生を歩んで来たのだと強

く感じています。浄土真宗の僧侶としての勉強は出家後も数年は学校で、さ

らにその後も一生をかけて学ぶものだと聞いています。勉強やボランティア

活動に注力するために、NPO 法人の理事長は７月に今の副理事長にバトン

タッチしますが、カラコネオフィスとはもうしばらく関わり続けます。てら

たま協議会の皆さんとは今後もお付き合いをさせていただけたらと思って

います。これからもどうぞ、よろしくお願いします。 

 

NEXT STAGE 

～次に私がしたいこと～ 

第 22回 ボーンさん(区画１－２①) 



3/29(土)30(日)隅田公園そよ風ひろば

にて「第 18 回 すみだ NPO フェスティ

バル」が開催され、てらたまとして出展す

ると共に、30(日)14:00 からは、チームう

めわかさんとコラボでステージ発表の時間

を頂き、「チームうめわか紙芝居」、「チー

ムうめわか音頭」

に続いて「寺島茄

子之介音頭」を披露、また隣接するテ

ントでは、牛久理事長による「すみ里

プロジェクト」の活動報告を実施し、

来場者に興味を持って頂きました。 

 

 

 

「寺島なす」レジェンドの坂本さんご指導

のもと、たもんじ交流農園会員の皆さん、

親子遊びの会のお子様に親御さん、土を練

って、肥料を混ぜて、頑張りました。その

後、たもんじ交流農園に場所を移し、農園

プランター用土づくりに引き続き汗をか

いた後にはぐくみの桜のお花見会‼今年の「寺島なす」とっても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

『江戸の食生活と野菜たち』  ～第２回～    農園アドバイザー水口均 

庶民は「棒手振（ぼてふり～天秤棒に籠をつるして商品をのせて売り歩く人）」などによ

って野菜を購入していましたが、侍は下屋敷内に畑を持ち、そこで地元の野菜を育てて上屋

敷に住む大名などの食事に供していました。 

参勤交代の制度が確立されると、下屋敷で作る野菜は、国元から持ち込む種で作られ、不

足した野菜を農家から購入する際に、農家にもその種がもたらされた結果、近隣に広がり、

街道筋には種屋という商売が成り立っていきます。地方から持ち込まれた種が、参勤交代の

帰りのお土産として全国に広がり、その地の伝統野菜となっていくことになります。参勤交

代は幕府が地方大名の勢力拡大を防ぐための施策でしたが、食の世界では種の流通に大きな役割をもたらしました。  

東京に住んでいると江戸時代の歴史的地名がどんどんなくなっていくことに気が付きます。たもんじ交流農園で作

っている「寺島なす」の寺島という地名も現在は学校の名前として残っているだけとなっています。これは明治以降

の政府の意向が大きくかかわっています。現在の東京でも、多摩地域は明治になってから神奈川県から移管され、島

しょ地域は静岡県から移管されています（それぞれ政治的な意味合いもあったようですが）。江戸のことを考える時

には現在の地区割ではなくその時代の地名や区割りを見ながらの方がわかりやすいと思います。(第 3 回に続く) 

たもんじ交流農園便り          てらたま協議会 
№85 般 2025.4.24 発行       (NPO 法人 寺島・玉ノ井まちづくり協議会) 

題字 田村風來門         問い合わせ先 小川 剛(080-3421-3115) 

編集 末林和之 (2018 年 2020,年に助成金を頂きました) 

HomePage FaceBook 

日時：2025年 4月 29日（火・祝）10：00～15：00(売切終了) 

場所：東向島駅高架下（寺島なすプランター付近） 

価格：苗木 350円/本（3本で 1000円） 

    土 300円/袋～数に限りがございます。 

苗・筒ともに売り切れの際はご容赦ください。 

 

は、

「寺島なす苗」販売:4/29(火・祝)10:00～15:00 (上記)、Free Coffee: 4/29(火・祝)12:00～13:00 

「だがしやの森」: 5/4(日):13:00～15:00 ハッピースマイル（皆川さん代表）の子供達が、たもんじ交流農

園を駄菓子で一ぱいの森に変身させます。参加費(くじ４回分):こども 300 円、大人 500 円、水口アドバイザー

ご指導日: 5/11(日) 6/8(日) 各 10:00～15:00 わいわいおしゃべりタイム: 5/18(日) 10:30～ 

「ゴパン作り教室」:5/25(日)9:30～中西さん主催、詳細は後日、農園部作業日:毎週日曜 8:30～  

東都歳時記より 


